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初めまして、そしてあけましておめでとうございます。 

私は台湾からの留学生、呉羽晴と申します。 

日本に来て、もう 3 ヶ月が経ちました。この 3 ヶ月の間

に、たくさんのことがありました。  

                 

まずは、学校の授業についてです。              初めまして 2025 年 

私たちは「別科」という学科で、日本語だけでなく、さまざまなことを学んでいます。例えば、栄養

学や経済などがあります。私が一番好きな授業は経済です。日本の経済に興味があり、今は日

本の経済の歴史と変化を学んでおり、とても嬉しく思っています。 

 

学校のお祭り「高麗祭」も面白かったです。留学

生の皆さんは、それぞれ自分の国の文化を紹介し、

私たちも台湾のことについて紹介しました。人前で日

本語を使って自分の国を紹介するのは、貴重な経

験でした。たくさんの人と話すこともとても楽しかった

です。 

 

学校にいる以外の時間は、自分の趣味に関することをたくさんしました。 

一つ目の趣味は舞台劇鑑賞です。以前はパソコンの前で配信を見るしかできませんでしたが、

今は日本にいて、やっと生で見ることができるようになりました。現場で鑑賞すると、細かいところま

で観察できて、毎回観た後はとても満足しています。舞台劇のおかげで友だちもできました。観劇

の後に、設定や舞台デザインについて話すのがとても楽しかったです。 

 



幼い頃の記憶 

二つ目は旅行です。長い旅行ではなく、ほとんど 1 日で往復する短い旅行をしました。 

日本にはまだ詳しくないので、友だちと一緒に

行きました。今回は日本の正月を体験しました。

今まで初詣に行く機会がありませんでしたので、

元日に友だちと一緒に明治神宮へ行きました。

人がとても多かったですが、特別な体験でした。

台湾の正月とはまた違った雰囲気で、他の国が

どのように新年を祝うかについて少し理解できま

した。方法はそれぞれ異なりますが、新しい一年      

を迎え、楽しみにする気持ちはきっと同じだと思います。 

 

日本に来てから、自分もだいぶ変わったと感じていま

す。以前、私はあまり外に出ないタイプで、人と話すこと

もほとんどありませんでした。週末も家にいることが多かっ

たです。しかし、日本に来てからは毎日がとても楽しく、

クラスメイトや友だちと一緒にいろいろな場所へ行くよう

になりました。 

            魔法の世界 

 

          空から 

このような経験を通じて、私は日本での生活を満喫し、多くの新しいことを学んでいます。これか

らも積極的に活動し、さらに多くの経験を積んでいきたいと思っています。（2025 年１月記）        

 


